
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室

(

以
下
、
研
究

室
と
略
す)
は
、
平
成
二
七
年

(

二
〇
一

五)

四
月
、
県
民
の
郷
土
に
対
す
る
愛
着

を
深
め
、｢

ふ
る
さ
と
意
識｣

に
根
ざ
し
た

ひ
ょ
う
ご
文
化
の
発
展
・
継
承
を
め
ざ
し
、

ま
た
県
内
各
地
の
歴
史
の
調
査
・
研
究
を

目
的
に
し
て
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
内

に
開
設
さ
れ
た

(

設
置
要
綱
は
147
頁
に
掲

載)

。研
究
室
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
博
物
館

長
が
室
長
を
、
次
長
が
副
室
長
を
兼
務
し
、

そ
の
ほ
か
館
内
外
の
博
物
館
・
資
料
館
の

学
芸
員
や
職
員
、
市
町
の
文
化
財
担
当
者
、

大
学
研
究
者
、
民
間
団
体
研
究
者
な
ど
に
、

参
与
・
研
究
員
な
ど
と
し
て
協
力
を
仰
い

で
成
り
立
っ
て
い
る
。

本
年
度
か
ら
コ
ア
会
議
メ
ン
バ
ー
に
、

昨
年
度
ま
で
文
化
財
課
長
だ
っ
た
山
下
史

朗
兵
庫
県
企
画
県
民
部
地
域
創
生
局
参
事

(

歴
史
資
源
活
用
担
当)

が
顧
問
と
し
て
加

わ
っ
た
。

ま
た
本
年
度
か
ら
今
後
の
世
代
交
代
を

す
す
め
る
た
め
に
新
た
に
協
力
研
究
員
と

い
う
枠
を
設
け
、
垣
内
章
・
大
平
茂
・
村

上
泰
樹
の
三
氏
が
そ
の
任
に
就
い
た
。

こ
れ
ら
の
全
体
を
統
括
す
る
の
は
、
教

育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
の
甲
斐
昭
光

課
長
で
、
そ
の
も
と
に
本
年
度
は
、
三
名

の
文
化
財
課
職
員
が
、
各
班
の
補
佐
役
を

担
当
し
た

(

大
本
朋
弥
主
任
、
柏
原
正
民

副
課
長
兼
文
化
財
班
長
、
小
川
弦
太
主
査)

。

ま
た
昨
年
度
ま
で
補
佐
役
だ
っ
た
永
惠
裕

和
主
任
は
、
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
の
主

任
と
し
て
転
出
し
、
そ
の
立
場
で
赤
松
氏

と
山
城
研
究
班
の
研
究
員
と
し
て
加
わ
っ

た
。ま

た
非
常
勤
職
員
の
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

(

坂
江
渉)
・
歴
史
研
究
推
進
員

(

大

村
拓
生)

・
事
務
ス
タ
ッ
フ

(

長
澤
喜
史
県

政
推
進
事
務
員)

の
各
一
名
を
配
置
し
、

研
究
室
は
現
在
、
総
勢
三
六
名
で
構
成
さ

れ
て
い
る

(

148
頁
の

｢

室
構
成
メ
ン
バ
ー

一
覧｣

を
参
照)

。

開
設
初
年
度
、
研
究
の
基
本
方
針
を
討

議
す
る
コ
ア
会
議
、
全
体
会
会
議
の
開
催

を
経
て
、
室
の
当
面
の
研
究
テ
ー
マ
を
、

①

『

播
磨
国
風
土
記』

、

②
赤
松
氏
と
山
城
、

③
た
た
ら
製
鉄
、

の
三
つ
に
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
そ

れ
を
遂
行
す
る
た
め
、
三
つ
の
研
究
班
を

編
成
し
た
。

平
成
二
七
年
度
は
、
編
纂
一
三
〇
〇
年

記
念
を
迎
え
た

『

播
磨
国
風
土
記』

研
究
、

二
八
年
度
は
、
赤
松
氏
と
山
城
研
究
、
二

九
年
度
は
、
た
た
ら
製
鉄
研
究
に
集
中
的

に
取
り
組
ん
だ
。
開
設
四
年
目
以
降
は
、

と
く
に
重
点
的
な
研
究
テ
ー
マ
を
立
て
て

い
な
い
。

た
だ
し
平
成
三
〇
年
度
か
ら
、
研
究
室

の
全
体
方
針
を
掲
げ
、
本
年
度
は
、｢

五
年

間
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
基
礎
研
究
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
島
根
県
古
代
文
化

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
ひ
ょ

う
ご
地
域
史
研
究
の
発
展
を
図
る｣

と
決

め
た
。

こ
の
方
針
の
も
と
事
業
を
す
す
め
る
予
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定
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
本
年
度
は
順
調
に
活
動
を

す
す
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

第
一
に
、
コ
ロ
ナ
禍

｢

第
一
波｣

段
階

の
年
度
当
初
は
、
各
班
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調

査
活
動
を
抑
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
と
く
に

『
播
磨
国
風
土
記』

研

究
班
の
調
査
件
数
は
、
昨
年
度
と
比
較
し

て
半
減
近
く
に
な
っ
た
。

第
二
に
、
外
部
の
協
力
組
織
で
あ
る
淡

路
島
日
本
遺
産
委
員
会
と
島
根
県
古
代
文

化
セ
ン
タ
ー
と
の
合
同
事
業
は
ほ
と
ん
ど

で
き
ず
、
つ
ぎ
の
市
民
向
け
企
画
を
中
止

し
た
。

□
令
和
三
年
二
月
七
日
開
催
予
定

・
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
in
淡
路
島
Ⅳ

(

淡
路
市)

□
令
和
二
年
一
一
月
二
八
日
開
催
予
定

・
ひ
ょ
う
ご
歴
史
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

(

三
木
市)

そ
れ
ぞ
れ
関
係
団
体
と
協
議
し
て
、
か

な
り
の
具
体
案
を
立
て
て
い
た
が
中
止
、

延
期
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

□
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
予
定

ま
た
令
和
二
年
の
九
月
頃
、
海
外
の

『

播
磨
国
風
土
記』

研
究
の
第
一
人
者
、
エ

ド
ウ
ィ
ー
ナ
・
パ
ー
マ
ー
氏
を
招
い
て
開

く
予
定
だ
っ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画

も
延
期
と
決
め
た
。

第
三
に
、
年
度
当
初
に
開
催
予
定
の
第

一
回
コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議
も
対
面
開
催
を

止
め
て
書
面
審
査
と
し
た
。
そ
れ
を
通
じ

て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
の
本
年
度
の
具

体
的
方
針
と
し
て
、

①
コ
ロ
ナ
流
行
が
あ
る
程
度
収
ま
っ
た
段

階
で
、
基
礎
的
な
調
査
研
究
活
動
と
三
つ

の
班
の
研
究
会
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
、

②
そ
の
成
果
を
広
く
発
信
す
る
た
め
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
充
実
し
、
原
則
と
し

て
月
二
回
の
ペ
ー
ス
で｢

研
究
員
の
リ
レ
ー

ト
ー
ク｣

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
、

③
新
た
に

｢

鳴
門
の
渦
潮｣

調
査
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
兵
庫
県
と
徳

島
県
が
共
同
で
す
す
め
て
い
る

｢
鳴
門
の

渦
潮｣

世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
に
協
力

し
、
二
ヶ
年
の
予
定
で
、
研
究
室
を
母
体

と
し
た
学
術
調
査
に
着
手
す
る
こ
と
、

④
本
年
度
刊
行
予
定
の

『

ひ
ょ
う
ご
歴
史

研
究
室
紀
要』

第
六
号
の
内
容
は
、｢

播
磨

の
道｣

と
い
う
特
集
を
立
て
、
各
研
究
員

が
執
筆
の
た
め
早
め
の
準
備
を
し
て
い
く

こ
と
、
な
ど
の
点
が
決
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
ほ
ぼ
方

針
通
り
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
第
二
回
コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議
に
つ
い
て

は
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
令
和

二
年
一
二
月
一
九
日
、
館
内
ホ
ー
ル
で
開

催
し
た
。

以
下
、
三
つ
の
班
の
研
究
活
動
と
研
究

成
果
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

な
お
各
班
の
研
究
会
と
調
査
活
動
、
お

よ
び｢

鳴
門
の
渦
潮｣

調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
145
頁
〜

146
頁
の
一
覧
表
を
参
照
の
こ
と

(

本
誌
第

五
号
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
昨
年
度
の
分

も
含
む)

。
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�
体
制
と
研
究
方
針

本
年
度
は
昨
年
度
と
同
様
、
合
わ
せ
て

一
〇
名
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
。

第
一
回
研
究
会
で
、
研
究
方
針
を
昨
年

度
と
同
様
、｢

『

播
磨
国
風
土
記』

調
査
研

究
を
持
続
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
係
す
る

自
治
体
関
係
者
と
の
信
頼
関
係
を
確
立
し

た
上
で
、
広
く
県
内
各
地
の
古
代
史
研
究

に
も
着
手
す
る｣

と
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

た
だ
し
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
調
査
活
動

そ
の
も
の
は
、『

播
磨
国
風
土
記』

研
究
、

古
代
の
大
阪
湾
岸
の
海
人
の
実
態
調
査
、

お
よ
び
特
集
号｢

播
磨
の
道｣

と
い
う
テ
ー

マ
の

『

研
究
室
紀
要』

六
号
の
刊
行
に
向

け
た
準
備
を
す
す
め
る
、
と
い
う
三
本
柱

を
中
心
に
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

こ
の
う
ち

『

播
磨
国
風
土
記』

研
究
に

関
し
て
、
令
和
三
年
度
の
秋
、
神
戸
新
聞

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
か
ら

『

播
磨
国
風
土

記
の
古
代
史』

と
い
う
本
を
刊
行
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
令
和
三
年
四
月
か
ら
、

研
究
班
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
刊
行
に
向

け
た
論
文
合
同
研
究
会
を
リ
モ
ー
ト
形
式

で
毎
月
開
き
、
現
段
階
で
所
収
予
定
の
四

〇
本
の
論
文
の
う
ち
、
半
分
近
く
の
原
稿

が
集
ま
っ
て
い
る
。

本
年
度
の
研
究
成
果
は
、
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

�
研
究
成
果
の
公
表

�
�
�
�
�
�
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�

�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�

�
(

昨
年
度
分)

□
令
和
二
年
年
二
月
一
日

(

土)
□
洲
本
市
文
化
体
育
館
大
ホ
ー
ル

□

｢

古
墳
時
代
の
淡
路
島
と
大
阪
湾
岸

―
海あ

人ま

の
生
業
・
習
俗
・
地
域
間
交
流
―

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｣

□
淡
路
島
日
本
遺
産
委
員
会
と
の
共
催
行

事
□
参
加
者
は
一
九
〇
名

�
�
�
�
 
�
�
�
!
"
#
$
%
�
�
�

!
"
&
�
'
(

前
副
室
長
の
豊
田
幸
雄
氏
の
紹
介
で
、

本
年
度
か
ら
公
益
財
団
法
人
・
兵
庫
県
芸

術
文
化
協
会
の

｢

令
和
二
年
度
兵
庫
県
生

活
文
化
大
学｣

の
歴
史
講
座
の
開
催
に
、

研
究
室
が
共
催
団
体
と
し
て
協
力
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

テ
ー
マ
を

｢

神
戸
・
阪
神
間
の
古
代
史｣

と
し
て
、
合
わ
せ
て
一
〇
回
の
講
演
会
を

開
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
計
七
回
の
内
容
に
変
更
さ
れ
た

(

144
頁

参
照)

。
毎
回
の
参
加
者
は
平
均
し
て
四
〇

人
程
度
で
あ
る
。

)
�
*
+
�
,
-
.
/

中
村
弘
研
究
員
と
坂
江
渉
研
究
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
特
集
論
文
を
、
伊
藤
宏
幸
共

同
研
究
員
が｢

歴
史
遺
産
活
用｣

コ
ー
ナ
ー

に
執
筆
し
た
。
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�
体
制
と
研
究
方
針

昨
年
度
ま
で
リ
ー
ダ
ー
の
小
林
基
伸
客

員
研
究
員
、
本
館
を
定
年
退
職
し
た
堀
田

浩
之
研
究
員
が
退
任
し
、
新
た
に
た
つ
の

市
教
育
委
員
会
歴
史
文
化
財
課
長
の
義
則

敏
彦
氏
が
共
同
研
究
員
、
新
任
の
本
館
技

術
職
員

(

学
芸
員)

の
竹
内
信
氏
が
加
わ

り
、
総
勢
一
一
名
の
構
成
に
な
っ
た
。
新

リ
ー
ダ
ー
に
は
山
上
雅
弘
氏
が
就
い
た
。

昨
年
度
の
研
究
方
針
に
代
え
、｢

た
つ
の

市
と
連
携
し
て
、
城
山
城
の
構
造
に
つ
い

て
古
代
・
中
世
の
両
側
面
か
ら
調
査
研
究

す
る
と
と
も
に
、
前
期
赤
松
氏
の
動
向
に

つ
い
て
幅
広
く
資
料
収
集
・
分
析
を
は
か

る｣

と
い
う
方
針
を
立
て
た
。

こ
の
も
と
で
、
城
山
城
の
現
地
調
査
や

表
採
遺
物
の
整
理
、
赤
松
氏
関
連
の
文
献

史
料
調
査
、
赤
松
居
館
跡
の
発
掘
調
査
の

取
り
ま
と
め
へ
の
協
力
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
の
成
果
を
、
以
下
の
形
で
公
表
し
た
。

�
研
究
成
果
の
公
表

�
�
�
�
�
�
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義
則
共
同
研
究
員
が
企
画
・
立
案
し
た

令
和
三
年
一
月
三
〇
日
〜
三
月
八
日
開
催

の
展
覧
会
に
協
力
し
、
山
上
共
同
研
究
員

が
図
録
執
筆
・
講
演
会
を
お
こ
な
っ
た
。

!
"
#
$
%
&
'
�
�
(
)
�
 

西
播
磨
の
山
城
に
関
す
る
連
載
企
画
、

｢

と
り
で
の
記
憶｣

に
つ
い
て
、
大
村
拓
生

歴
史
研
究
推
進
研
究
員
が
記
者
取
材
に
応

じ
、
そ
の
談
話
が
令
和
三
年
一
月
四
日
付

け
同
紙
に
掲
載
さ
れ
た
。

*
+
,
-
�
.


/
0

大
村
拓
生
歴
史
研
究
推
進
員
と
藤
木
透

共
同
研
究
員
が
、
本
誌
の
特
集
論
文
に
執

筆
し
た
。
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�
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�
体
制
と
研
究
方
針

昨
年
度
と
同
じ
一
〇
名
の
メ
ン
バ
ー
構

成
で
、
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

第
一
回
研
究
会
で
研
究
方
針
を
、
昨
年

度
と
同
様
、｢

宍
粟
市
と
共
同
し
て
、
考
古

部
門
と
文
献
調
査
部
門
の
基
礎
的
研
究
を

す
す
め
る｣

と
す
る
点
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
方
針
の
も
と
、
文
献
史
学
と
考
古

学
の
両
面
か
ら
調
査
に
着
手
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
も
と
で
あ
っ
た
が
、
文
献
史
料
に

つ
い
て
は
、
天
児
屋
た
た
ら
製
鉄
の
墓
碑

資
料
調
査
、
考
古
学
の
分
野
で
は
、
安
積

山
遺
跡
と
カ
ン
カ
ケ
遺
跡
等
の
資
料
・
フ
ィ
ー

ル
ド
調
査
を
す
す
め
た
。
ま
た
平
成
三
〇

年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
島
根
県
古

代
文
化
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
交
流
は
、
本

年
度
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
。

代
わ
っ
て
岡
山
県
教
育
庁
と
の
連
携
が

始
ま
り
、
第
二
回
研
究
会
で
同
教
育
庁
文

化
財
課
文
化
財
保
護
班
の
上
栫
武
主
幹
に

よ
る
報
告
を
得
て
、
活
発
な
議
論
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

公
表
し
た
研
究
成
果
は
、
つ
ぎ
の
通
り

で
あ
る
。
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�
研
究
成
果
の
公
表

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
�
	
�
�

一
昨
年
度
か
ら
取
り
組
み
始
め
た
本
館

所
蔵
の
二
つ
の
史
料
群
、『

宝
暦
六
年
鉄
山

一
件』

と

『

播
磨
宍
粟
郡
鉄
山
請
負
御
用

留』

の
翻
刻
作
業
が
完
了
し
た
。
そ
れ
ら

の
成
果
を
、
本
誌
第
三
号
に
掲
載
し
た

『

千
草
屋
手
控
帳』

の
翻
刻
史
料
と
合
わ
せ

て
、
令
和
二
年
三
月
に
刊
行
し
た
。

当
初
、
本
年
度
七
月
に
刊
行
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が

延
期
し
て
、
九
月
一
九
日
に
館
内
で
開
催

し
た
。
感
染
対
策
を
講
じ
た
た
め
、
参
加

者
は
五
四
名
で
あ
っ
た
。

�
�
�
�
	
�
�
�
�

田
路
正
幸
共
同
研
究
員
が
、
本
誌
の
特

集
論
文
に
執
筆
し
た
。
ま
た
そ
れ
に
関
連

し
て
本
館
友
の
会
の
理
事
、
梶
本
武
邦
氏

に
論
考
執
筆
を
依
頼
し
て
、｢

フ
ィ
ー
ル
ド

レ
ポ
ー
ト｣

コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
。

�
�
�
 
	
!
"
#
$
%
&
'
(
)
�
*

+
,研

究
室
で
は
新
た
に
本
年
度
か
ら
二
ヶ

年
を
目
途
に
し
て
、｢

鳴
門
の
渦
潮｣

調
査

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
だ
し
た
。

そ
の
経
緯
・
主
旨
・
構
成
メ
ン
バ
ー
等
に

つ
い
て
は
、｢

歴
史
遺
産
活
用｣

コ
ー
ナ
ー

の
藪
田
貫
館
長
論
文
に
詳
し
い
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
も
と
、
あ
る
程
度
の
ス
ピ
ー
ド
で

調
査
研
究
が
す
す
ん
で
い
る
。

�
&
'
-
.
/
�
0
/
�

研
究
室
で
は
、
平
成
二
七
年
の
秋
、
情

報
発
信
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。

催
し
物
の
案
内
の
ほ
か
、
三
つ
の
研
究

班
の
調
査
活
動
や
研
究
成
果
を
取
り
上
げ

て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
本
年
度
は
、
新
た
に

｢

研

究
員
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク｣

を
ア
ッ
プ
し
、

県
民
向
け
の
情
報
発
信
に
つ
と
め
て
い
る

こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
令
和
三
年

一
月
二
○
日
段
階
で
、
合
わ
せ
て
一
六
名

が
登
場
し
、
興
味
深
い
話
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

(

以
上
、
文
責
は
坂
江
渉)
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����
日付 場所 内容 人数 備考

① 12／19� 館内 若い人材の育成､ 令和３年度の体制等について 12

���	
�����
日付 場所 報告等 人数 備考
２／１� 洲本市 ・和田晴吾 (兵庫県立考古博物館長) 190 淡路島日本遺産委員

｢漁具からみた大阪湾岸と淡路島の海人｣ 会との合同研究会
・坂江 渉 ｢記紀の ｢槁根津日子｣ 伝承と大阪湾岸
のウミガメ｣

① ６／７� 館内 ・積山 洋 ｢古代大阪湾の漁業と塩業｣ 17
② 10／24� 館内 ・古市 晃 ｢オケ・ヲケ伝承の基礎的考察｣ 13

・中村 弘 ｢古墳時代の播磨の道｣
・坂江 渉 ｢播磨の古道と白鳳寺院｣

���������
日付 場所 報告等 人数 備考

① ７／26� 館内 ・大村拓生 ｢前期赤松氏研究の課題－赤松氏庶流の 16
動向をめぐって｣
・山上雅弘 ｢城山城調査について｣

② 10／３� 館内 ・義則敏彦 ｢城山城の遺構・遺物・周辺の遺跡等｣ 14
・山上雅弘 ｢城山城と南北朝～室町期城郭調査｣
・大村拓生 ｢地誌に見える城山城周辺の寺社・城郭
の由緒について｣

��������
日付 場所 報告等 人数 備考

① ７／12� 館内 ・ 『紀要』 別冊 ｢近世播磨のたたら製鉄史料集｣ の 16
評価

② ９／19� 館内 ・土佐雅彦 ｢中国山地のたたら製鉄の技術的変遷｣ 59 『紀要』 別冊刊行
・笠井今日子 ｢『鉄山請負御用留』 の語るたたら 記念シンポジウム
製鉄｣
・大槻 守 ｢『鉄山一件』 の語るたたら製鉄｣

③ 12／19� 館内 ・上栫 武 ｢古代・中世美作の鉄生産｣ 13 大槻守､ 村上泰樹両
・土佐雅彦 ｢『山方役所勤方覚書』 ２史料の翻刻に 氏の報告は､ 時間の
ついて 関係で延期になった

����� !"#��$%&'()
日付 場所 報告等 人数 備考

① ８／29� 洲本市文 第１回 ｢淡路島と鳴門の渦潮｣ 調査研究会 15
化体育館

② 12／２� 淡路県民局・洲
本市・南あわじ
市・淡路市

主旨説明及び協力依頼のため各市教育長等を訪問 ３
した｡

③ 12／５� 南あわじ市立図
書館・福良地区
公民館

南あわじ市の津波に関する聞き取り調査 ２

④ 12／21� 沼島 漁法､ 魚食､ 漁民の移動に関する聞き取り調査 １
～22�
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�������	
��
日付 用務 行き先 人数 備考
１／29� 現地調査 洲本市文化体育館､ 先山千光寺他 ３
３／８� 資料調査 兵庫県立考古博物館 １ 出土遺物の熟覧調査
３／９� 現地調査 辻ヶ内遺跡 (上郡町) １ 高田駅家推定地
３／21� 資料調査 三木市史編纂室 １ 研究打合せ

① ７／28� 資料調査 小野市立好古館､ 広渡廃寺跡歴史公園 １
② ８／９� 資料調査 大阪府立中央図書館､ 柏原市立歴史資料館 １
③ ８／30� 現地調査 洲本市立淡路文化史料館､ 由良城城郭石材集積地他 ４
④ ９／24� 現地調査 登リ田遺跡 (姫路市) ２ 出土遺物の熟覧
⑤ 10／16� 現地調査 西脇市郷土資料館､ 野村廃寺跡 (西脇市) 他 １
⑥ 11／２� 現地調査 下畑海神社 (垂水区)､ 久昌寺 (須磨区) 他 １
⑦ 11／６� 資料調査 明石市立文化博物館 １
⑧ 11／18� 資料調査 兵庫県立考古博物館 １ 研究打合せ
⑨ 12／８� 現地調査 大野白髭神社 (洲本市)､ 神本寺 (南あわじ市) 他 ２
⑩ １／12� 資料調査 大阪府立中之島図書館 １

�����
��
日付 用務 行き先 人数 備考
２／10� 資料調査 上郡町郷土資料館 ５ 出土土器の精査

① ８／６� 現地調査 大通寺 (市川町)､ 法楽寺 (神河町) 他 １
② ９／10� 現地調査 たつの市立歴史文化資料館､ 富島神社他 １
③ ９／24� 現地調査 小野市立好古館､ 慶徳寺､ 堀井城跡他 １
④ 11／５� 資料調査 兵庫県立考古博物館､ 明石市立文化博物館 １
⑤ 11／27� 現地調査 たつの市立歴史文化資料館､ 井関三神社他 １
⑥ 12／25� 現地調査 城山城と周辺遺跡 ２

�����
��
日付 用務 行き先 人数 備考
３／18� 資料調査 生野書院 (朝来市)､ 朝来市埋蔵文化財センター ３

① 10／７� 資料調査 宍粟市歴史資料館 ６
② 11／24� 現地調査 カンカケ遺跡､ 小野タタラバ遺跡 (宍粟市) ３
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第１条 兵庫県内の地域の歴史の調査・研究を通じ､ 県民の郷土の歴
史に関する理解をさらに深め､ 教育､ 学術及び ｢ふるさと意識｣ に
根ざしたひょうごの文化の継承・発展に資するため ｢ひょうご歴史
研究室｣ (以下 ｢研究室｣ という｡) を置く｡

�� ��

第２条 研究室の設置場所は兵庫県立歴史博物館内とする｡

������

第３条 研究室は次に掲げる兵庫県の歴史研究に関する業務を行う｡
�兵庫県内の歴史に関する調査・研究に関すること｡
�調査・研究成果の普及に関すること｡
�調査・研究成果の活用に関すること｡
�その他兵庫県の歴史研究に関すること｡

�� ��

第４条 兵庫県立歴史博物館長の下に研究室の室長､ 副室長及びその
他所要の職員を置く｡
２ 室長は兵庫県立歴史博物館長を､ 副室長は兵庫県立歴史博物館の
次長をもって充てる｡

�� ��

第５条 研究室の運営に係る庶務は兵庫県立歴史博物館において処理
する｡

�� ��

第６条 この要綱に定めるもののほか､ 研究室の運営に関して必要な
事項は別に定める｡

附 則
この要綱は､ 平成27年４月１日から施行する｡
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�
�
�
�
�

�
�
�

�
(

や
ぶ
た
・
ゆ
た
か)

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
長

・

�
�
�
�
(

ね
ぎ
た
・
よ
し
お)

大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
長

・�
	



(

な
か
む
ら
・
ひ
ろ
し)

兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
学
芸
課
長

・�
�


(

さ
か
え
・
わ
た
る)

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・�
	
�
�
(

お
お
む
ら
・
た
く
お)

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
歴
史
研
究
推
進
員

・�
�
�
�
(

お
お
く
に
・
ま
さ
み)

神
戸
新
聞
社
取
締
役
企
画
総
務
局
長

神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
長

・�
�
�


(

い
け
だ
・
ま
さ
ひ
ろ)

兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
事
業
部
学
芸
課
主
査

・�
�
�
�
(

と
う
じ
・
ま
さ
ゆ
き)

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
共
同
研
究
員

・�
�

�
(

ふ
じ
き
・
と
お
る)

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
共
同
研
究
員

・�
�
�
�
(

い
と
う
・
ひ
ろ
ゆ
き)

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
共
同
研
究
員

・�
�
�
 
(

か
じ
も
と
・
た
け
く
に)

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
友
の
会
理
事

�
	


�

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
六
月
ま
で
研
究
会
を
実

施
で
き
ず
、
秋
以
降
も
例
年
開
催
し
て
き
た
市
民
向
け
の
成
果
発
表
会
は

一
度
の
み
で
し
た
。
そ
れ
で
も
七
月
か
ら
は
研
究
会
・
現
地
調
査
を
再
開

し
、
Ｈ
Ｐ
上
で
研
究
員
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
も
始
め
ま
し
た
。

本
紀
要
も
研
究
室
メ
ン
バ
ー
と
交
流
の
あ
っ
た
外
部
の
方
々
の
ご
協
力

も
得
て
、
特
集

｢

播
磨
の
道｣

と
し
て
論
文
五
篇
・
研
究
ノ
ー
ト
三
篇
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
歴
史
遺
産
活
用
と
し
て
、
今
年
度

か
ら
の
新
規
事
業
で
あ
る

｢

鳴
門
の
渦
潮｣

調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

『

播
磨
国
風
土
記』

研
究
班
が
協
力
し
て
き
た
淡
路
島
日
本
遺
産
事
業
に

つ
い
て
紹
介
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
レ
ポ
ー
ト
は
、
た
た
ら
製
鉄
研
究
班
の
活

動
が
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
が
、
工
夫
を
重
ね
て
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の

ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

(

大
村
拓
生)

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

令
和
三
年

(

二
〇
二
一)

三
月
二
六
日
発
行

編
集
・
発
行

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室

(

編
集
担
当
・
坂
江
渉
、
大
村
拓
生
、
長
澤
喜
史)

〒
六
七
〇
〇
〇
一
二

兵
庫
県
姫
路
市
本
町
六
八
番
地

電
話

〇
七
九
二
八
八
九
〇
一
一

H
P

�
���

���
�
�	


��
�



��
�	���

�
�
�
�
���

���
�

印

刷
合
名
会
社

柳
生
印
刷
所

〒
六
七
一
一
五
六
一

兵
庫
県
揖
保
郡
太
子
町
鵤
五
六
八

電
話

〇
七
九
二
七
六
〇
〇
四
八

―

―

―

―

― ―


